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６
月
20
日
、
小
沢
田
集
落
の
伊
藤
シ
ガ

さ
ん
が
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
杉
風
荘
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
伊

藤
シ
ガ
さ
ん
に
、
小
林
村
長
か
ら
長
寿
祝

金
の
目
録
と
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

伊
藤
シ
ガ
さ
ん

1
0
0
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

伊
藤
シ
ガ
さ
ん

1
0
0
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

100歳を迎えた伊藤シガさん

アユを放流する児童

上ノ岱配水池の見学

福舘浄水場の見学

　
６
月
11
日
、
沖
田
面
集
落
内
の
小
阿
仁

川
で
小
学
４
年
生
９
人
に
よ
る
稚
ア
ユ
の

放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
担
当
者
か
ら
放
流
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
て
か
ら
、
約
３
８
０
０
匹
の
稚

ア
ユ
を
放
流
し
ま
し
た
。
バ
ケ
ツ
か
ら
跳

ね
て
外
に
飛
び
出
す
ア
ユ
に
苦
戦
し
な
が

ら
も
、
川
へ
無
事
に
放
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
無
事
に
育
つ
よ
う
願
い
を

込
め
て
「
大
き
く
な
っ
て
ね
」
「
元
気
に

育
っ
て
ね
」
と
ア
ユ
に
声
を
か
け
な
が
ら
、

放
流
し
た
ア
ユ
を
見
守
り
ま
し
た
。

小
阿
仁
川
へ

　
　
　

稚
ア
ユ
の
放
流

小
阿
仁
川
へ

　
　
　

稚
ア
ユ
の
放
流

　
６
月
23
日
、
小
学
４
年
生
９
人
が
村
の

水
道
設
備
の
福
舘
浄
水
場
と
上
ノ
岱
配
水

池
付
近
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
見
学
は
、
小
学
校
の
社
会
科
授
業

の
一
環
と
し
て
、
飲
料
水
の
確
保
と
生
活

や
産
業
と
の
関
わ
り
や
、
飲
料
水
の
確
保

が
人
々
の
健
康
な
生
活
や
生
活
環
境
の
維

持
と
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解

す
る
事
を
ね
ら
い
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
職
員
が
、
現
在
、
村
内
に
簡
易
水

道
が
４
地
区
あ
る
こ
と
、
い
つ
も
飲
ん
で

い
る
水
は
、
浄
水
場
で
ろ
過
し
、
消
毒
し

て
か
ら
山
の
上
に
あ
る
配
水
池
へ
送
水
後
、

各
家
庭
に
配
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、

長
い
道
の
り
を
経
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。 小

学
４
年
生

　
　
　
　

浄
水
場
見
学

小
学
４
年
生

　
　
　
　

浄
水
場
見
学

上小阿仁村
プレミアム付商品券

上小阿仁村商工会　☎0186-77-3109

７月１日(月)から
　　　好評販売中！
１セット1,000円×６枚を　
5,000円で購入できます！！

売切れ次第
終了！
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●ちびっ子魚つかみ大会　午後２時～
●郷土芸能
●開会セレモニー
●踊り　かみこあに音頭
●太鼓演奏
●万 灯 火
●ステージイベント
●打ち上げ花火

主な内容

1号車

2号車

問い合わせ先
総務課

総務財政班
☎（77）2221

○バスを運行します。みなさんお誘い合っておいでください。

福祉バス

教育委員会バス

第36回第36回第36回第36回

期日 8月14日（水）
会場 ふるさと公園

※雨天時はトレーニングセンター
（生涯学習センター隣）

※全日程終了後、逆コースで送ります。

■終了は午後９時の予定です。

おらがふるさと
　フェスティバル
おらがふるさと
　フェスティバル

フェスティバルの締めくくりに、ご先祖の供養と新
型コロナウイルスの収束を願うとともに、子どもた
ちの健やかな成長を願い、花火を打ち上げます。

→ →16：00 16：05 16：08 16：15
小田瀬[保健福祉館向] 大林[佐藤商店前] 大林[入口三叉路] 沖 田 面 [ 旅 館 前 ]→

→ →16：20 16：25 16：28 16：40
沖田面[石川金物店前] 水 無 [ バ ス 停 ] 大 海 [ バ ス 停 ] 上五反沢[公民館] →

→ →16：45 16：50 17：00
中五反沢[三差路] 下五反沢[三差路] 生涯学習センター

→ →15：25 15：55 16：05 16：10
八 木 沢 [ 公 民 館 ] 中 茂 [ 公 民 館 ] 南沢[公民館入口] 南 沢 [ 鯉 茶 屋 ]→

→ →16：20 16：30 16：35 16：40
生涯学習センター 上仏社[担い手センター] 下 仏 社 [ 鳥 居 向 ] 羽立[旧武石商店前] →

→ →16：45 16：50 16：55 17：00
長信田[交流センター] 大 阿 瀬 [ バ ス 停 ] 堂 川 [ 公 民 館 前 ] 生涯学習センター→
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令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
今
定
例
会
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足

給
付
金
事
業
の
ほ
か
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
会
計
に
お
い
て
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
と
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
要
す

る
経
費
の
補
正
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

武
蔵
野
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
構
築
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
武
蔵
野
大
学
の
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
受
入
れ
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
村
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
好
評
で
、
大
学

が
４
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
36
名
の
学
生

が
興
味
を
示
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
大
学
側
で
選
抜
し
た
12
名

を
、
６
名
ず
つ
の
２
班
に
分
け
て
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
期
間
は
、
８
月
19
日（
月
）か
ら
９
月
16

日（
月
）ま
で
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
村
の
自

然
や
食
文
化
等
の
体
験
活
動
や
、
地
域
住

民
と
の
交
流
、
小
中
学
生
や
保
育
園
児
と

の
交
流
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
活
動
の
受
入
れ
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
る
関
係
機
関
や
団
体
、
個
人
の

方
々
と
内
容
等
を
調
整
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
に
採
用
し
た
協
力
隊
３
名

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
人
口
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
（
移
動
販

売
事
業
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
委
託
さ
れ

た
業
務
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
　
３
名
と
も
任
期
最
終
年
度
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
な
る
活
動
、

活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
退
任
後
の
定
住
を
希
望
す
る
隊

員
を
支
援
す
る
た
め
、
起
業
に
向
け
た
活

動
を
支
援
す
る
補
助
金
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
村
内
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
も

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
　
今
年
度
は
新
た
な
協
力
隊
員
と
し
て
、

委
託
型
の
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
１
名
と
、
林

業
の
担
い
手
３
名
、
そ
し
て
雇
用
型
の
情

報
発
信
１
名
と
、
食
用
ほ
お
ず
き
や
畑
作

物
の
栽
培
１
名
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

消
防
・
防
災
関
係
に
つ
い
て

　
４
月
７
日
に
春
の
火
災
予
防
運
動
に
あ

わ
せ
て
、
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る

一
斉
放
水
訓
練
を
友
倉
川
周
辺
で
実
施
し
、

火
災
等
の
災
害
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り

火
災
予
防
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
集
中

豪
雨
等
に
よ
る
災
害
へ
の
対
応
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
４
月
21
日
に
全
村
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約
７
９
０
㎏
の

ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
と
比
較
し
約
５
８
０
㎏
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
村
民
各
位
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
不
法
投
棄
監
視
員
と

し
て
３
名
の
方
に
委
嘱
状
を
交
付
し
て
お

り
ま
す
。

　
仏
社
地
区
は
武
石
昭
吾
氏
、
小
沢
田
地

区
は
川
口
義
廣
氏
、
沖
田
面
地
区
は
小
林

喜
博
氏
に
巡
回
監
視
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税（
調
整
給

付
金
）に
つ
い
て

　
令
和
５
年
の
国
の
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却

の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、
令
和

６
年
分
所
得
税
及
び
令
和
６
年
度
分
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
、
納
税
者
本
人
、
配
偶

者
を
含
め
た
扶
養
親
族
の
合
計
人
数
に
対

し
て
、
所
得
税
か
ら
１
人
あ
た
り
３
万
円
、

個
人
住
民
税
所
得
割
か
ら
１
人
あ
た
り
１

万
円
の
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
納
税
者
本
人
と
扶
養
親
族
の
合
計
人
数

か
ら
算
定
さ
れ
る
定
額
減
税
可
能
額
が
、

定
額
減
税
額
を
行
う
前
の
所
得
税
又
は
個

人
住
民
税
所
得
割
額
を
上
回
り
、
定
額
減

税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

村
か
ら
差
額
を
給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

稲
作
状
況
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
主
食
用
米
生
産
目
安
は
１
３

８
９
ｔ
、
面
積
換
算
で
２
６
３
・
07　
ha
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
か
ら
１
・
29　
ha
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
作
付
け
計
画
は
６
月
末
に
ま

と
ま
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
５
月
28
日

現
在
の
集
計
で
は
、
主
食
用
米
は
昨
年
実

績
か
ら
２
・
74　
ha
少
な
い
２
４
７
・
40　
、

加
工
用
米
は
３
・
19　
ha
多
い
20
・
41　
、

飼
料
用
米
は
１
・
39　
ha
少
な
い
４
・
60　
、

米
粉
用
米
は
２
・
37　
ha
多
い
19
・
21　
の

作
付
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産

の
推
進
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
産
作
物
に
つ
い
て

　
村
の
特
産
物
生
産
を
推
奨
す
る
た
め
、

農
家
及
び
希
望
す
る
方
々
に
対
し
て
野
外

生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
で
苗
の
供
給
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
ベ
イ
ナ
ス
苗
２
０
０
本
７
ａ
、

食
用
ホ
オ
ズ
キ
苗
１
５
０
０
本
50
ａ
、
エ

ゴ
マ
苗
３
０
０
０
本
13
ａ
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
作
付
を
さ
れ
た
方
に
は
、
道
の
駅
で
の

販
売
及
び
加
工
品
の
原
材
料
と
し
て
販
売

し
、
少
し
で
も
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
農
業
に
従
事
す
る
雇
用
型
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
林
業
に
従
事
す
る
委
託
型
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

　
雇
用
型
に
つ
い
て
は
野
外
生
産
試
作
セ

ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
し
、
村
の
特
産
作
物

で
あ
る
食
用
ほ
お
ず
き
や
、
畑
作
物
の
栽

培
技
術
を
習
得
し
な
が
ら
就
農
を
目
指
し

ま
す
。

　
委
託
型
に
つ
い
て
は
、
林
業
事
業
体
で

資
格
取
得
や
指
導
等
を
受
け
な
が
ら
活
動

し
て
も
ら
い
ま
す
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
に
移
住
定
住
関
連
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
て
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

育
樹
体
験
事
業
に
つ
い
て

　
今
年
度
も
、
ふ
る
さ
と
の
資
源
愛
護
、

環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
普
及

促
進
を
目
的
と
し
て
「
育
樹
体
験
」
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
作
業
内
容
は
林
業
に
お
け
る
保
育
作
業

の
一
つ
で
あ
る
枝
打
ち
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
10
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

　
一
般
的
に
ク
マ
が
冬
眠
す
る
と
さ
れ
る

時
期
に
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次
い
で
お

り
ま
す
。
村
内
で
は
２
月
に
小
沢
田
住
宅

地
で
民
家
へ
の
侵
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
月
に
は
小
沢
田
上
ノ
岱
周
辺
で
目
撃

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
人
身
事
故
の
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
村
猟
友
会
と
協
力
し
て
パ

ト
ロ
ー
ル
や
箱
ワ
ナ
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
対
策
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
11
日
現
在
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
４
頭

を
捕
獲
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
行
政
懇
談
会
を
通
じ
て
集
落
内

で
ク
マ
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
喚
起

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
集
落
内
で
ク
マ
に
食
べ
物
を
食
べ
さ
せ

な
い
こ
と
、
音
を
立
て
て
人
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
な
ど
、
正
し
い
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
水
力
発
電
可
能
性
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
村
内
全
域
を
対
象
と
し
た
小
水
力
発
電

可
能
性
調
査
を
実
施
し
、
旧
小
阿
仁
発
電

所
再
開
発
調
査
と
村
内
の
発
電
有
望
箇
所

の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
旧
小
阿
仁
発
電
所
再
開
発
調
査
で
は
、

八
木
沢
取
水
堰
を
起
点
と
し
た
ル
ー
ト
１

（
１
・
51
㎞
）
で
５
３
０
kw
、
ル
ー
ト
２

（
４
・
79
㎞
）
で
１
２
０
０
kw
、
ル
ー
ト

３
（
５
・
27
㎞
）
で
１
７
０
０
kw
の
発
電

能
力
が
見
込
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
内
の
発
電
有
望
箇
所
で
は
、
小
阿
仁

川
上
流
の
八
木
沢
取
水
堰
を
利
用
し
た
低

落
差
発
電
で
50　
kw
、
南
沢
ト
ン
ネ
ル
横
の

朦
沢
で
河
床
勾
配
に
導
水
路
を
設
置
し
た

落
差
発
電
で
１
８
０
kw
、
上
五
反
沢
山
ふ

じ
温
泉
脇
の
五
反
沢
川
に
小
規
模
取
水
堰

を
設
置
し
た
発
電
で
48　
kw
、
小
阿
仁
川
の

福
館
水
工
施
設
を
利
用
し
た
低
落
差
発
電

で
33　
kw
の
発
電
能
力
を
見
込
め
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
水
力
発
電
の
導
入
に
あ
た
り

防
災
ダ
ム
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
４
年
、
令
和
５
年
と
２
年
連
続
で

豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
床
上
浸
水
や
道
路

の
決
壊
、
農
地
、
農
業
用
施
設
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
萩
形
ダ
ム
の
下
流
に
第
２
ダ
ム
を
設
置

す
る
こ
と
で
渇
水
時
に
適
量
放
流
が
で
き

生
活
用
水
や
農
業
用
水
な
ど
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
ほ
か
、
洪
水
時
の
調
整
機
能

も
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
ダ
ム
直
下
に
発
電
施
設
の
設

置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
上
小
阿
仁
村
の
地
域
特
有

の
水
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
、
災
害
に

強
い
村
づ
く
り
、
そ
し
て
何
よ
り
村
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
二
つ
目
の

ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て

　
村
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
に
子
育
て
世
帯
に
手
厚
い
補

助
や
、
令
和
４
年
度
以
前
に
補
助
を
受
け

た
方
で
も
、
再
度
補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
昨
年
度
に
要
綱
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
村

内
経
済
の
活
性
化
と
居
住
環
境
の
向
上
を

図
る
よ
う
今
後
も
周
知
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
４
月
８
日
に
小
学
生
10
名
、
中
学
生
６

名
を
迎
え
て
小
・
中
学
校
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
在
校
生
、
保
護
者
、
来
賓
、

教
職
員
が
新
入
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
数
は
小
学
校
が
44
名
、
中

学
校
が
21
名
で
す
。

幼
児
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
４
月
３
日
に
保
育
園
入
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
入
園
児
２
名
と
令
和
５
年
度

途
中
入
園
児
５
名
が
保
護
者
と
一
緒
に
入

場
し
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
、
保
護
者
、
来
賓
、
職
員
が
新
入

園
児
を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。
園
児
は
28

名
で
す
。

　
な
お
、
５
月
１
日
か
ら
保
育
園
の
給
食

で
３
歳
以
上
の
園
児
に
も
ご
は
ん
（
主

食
）
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
家
庭
か
ら
弁
当
（
白
米
）

を
持
参
し
、
保
育
園
で
調
理
し
た
お
か
ず

（
副
食
）
と
一
緒
に
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、

実
施
に
よ
り
保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
し
た
。

診
療
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
の
診
療
状
況
は
、
医
科
外

来
が
診
療
日
数
２
２
５
日
、
患
者
数
６
０

１
４
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
26
人
で
前

年
度
よ
り
４
人
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歯
科
は
診
療
日
数
98
日
、
患
者
数
１
０

５
２
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
11
人
で
前

年
度
よ
り
１
人
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
医
科
外
来
の
う
ち
毎
週
月
曜
日
診
療
の

泌
尿
器
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
診
療
日
数

44
日
、
患
者
数
９
６
７
人
、
１
日
平
均
患

者
数
は
21
人
で
前
年
度
よ
り
１
人
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
鹿
嶋
所
長
を
迎
え
た
新
た
な

体
制
と
な
り
、
金
曜
日
を
休
診
と
し
て
土

曜
日
の
診
療
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
　
５
月
ま
で
の
土
曜
診
療
の
状
況
は
、
診

療
日
数
が
７
日
、
患
者
数
72
人
、
１
日
平

均
患
者
数
は
10
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
医
療

機
関
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
経
営
努
力
を

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会

行
政
報
告
要
旨
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令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
今
定
例
会
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足

給
付
金
事
業
の
ほ
か
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
補
正
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
会
計
に
お
い
て
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
と
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
要
す

る
経
費
の
補
正
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

武
蔵
野
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
構
築
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
武
蔵
野
大
学
の
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
も
受
入
れ
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
村
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
好
評
で
、
大
学

が
４
月
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
36
名
の
学
生

が
興
味
を
示
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
大
学
側
で
選
抜
し
た
12
名

を
、
６
名
ず
つ
の
２
班
に
分
け
て
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
期
間
は
、
８
月
19
日（
月
）か
ら
９
月
16

日（
月
）ま
で
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
生
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
村
の
自

然
や
食
文
化
等
の
体
験
活
動
や
、
地
域
住

民
と
の
交
流
、
小
中
学
生
や
保
育
園
児
と

の
交
流
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
活
動
の
受
入
れ
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
る
関
係
機
関
や
団
体
、
個
人
の

方
々
と
内
容
等
を
調
整
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
に
採
用
し
た
協
力
隊
３
名

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
人
口
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
（
移
動
販

売
事
業
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
委
託
さ
れ

た
業
務
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
　
３
名
と
も
任
期
最
終
年
度
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
な
る
活
動
、

活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
退
任
後
の
定
住
を
希
望
す
る
隊

員
を
支
援
す
る
た
め
、
起
業
に
向
け
た
活

動
を
支
援
す
る
補
助
金
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
村
内
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
も

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
　
今
年
度
は
新
た
な
協
力
隊
員
と
し
て
、

委
託
型
の
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
１
名
と
、
林

業
の
担
い
手
３
名
、
そ
し
て
雇
用
型
の
情

報
発
信
１
名
と
、
食
用
ほ
お
ず
き
や
畑
作

物
の
栽
培
１
名
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

消
防
・
防
災
関
係
に
つ
い
て

　
４
月
７
日
に
春
の
火
災
予
防
運
動
に
あ

わ
せ
て
、
消
防
団
の
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る

一
斉
放
水
訓
練
を
友
倉
川
周
辺
で
実
施
し
、

火
災
等
の
災
害
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り

火
災
予
防
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
集
中

豪
雨
等
に
よ
る
災
害
へ
の
対
応
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
衛
生
に
つ
い
て

　
４
月
21
日
に
全
村
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約
７
９
０
㎏
の

ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
と
比
較
し
約
５
８
０
㎏
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
村
民
各
位
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
不
法
投
棄
監
視
員
と

し
て
３
名
の
方
に
委
嘱
状
を
交
付
し
て
お

り
ま
す
。

　
仏
社
地
区
は
武
石
昭
吾
氏
、
小
沢
田
地

区
は
川
口
義
廣
氏
、
沖
田
面
地
区
は
小
林

喜
博
氏
に
巡
回
監
視
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税（
調
整
給

付
金
）に
つ
い
て

　
令
和
５
年
の
国
の
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却

の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、
令
和

６
年
分
所
得
税
及
び
令
和
６
年
度
分
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
、
納
税
者
本
人
、
配
偶

者
を
含
め
た
扶
養
親
族
の
合
計
人
数
に
対

し
て
、
所
得
税
か
ら
１
人
あ
た
り
３
万
円
、

個
人
住
民
税
所
得
割
か
ら
１
人
あ
た
り
１

万
円
の
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
納
税
者
本
人
と
扶
養
親
族
の
合
計
人
数

か
ら
算
定
さ
れ
る
定
額
減
税
可
能
額
が
、

定
額
減
税
額
を
行
う
前
の
所
得
税
又
は
個

人
住
民
税
所
得
割
額
を
上
回
り
、
定
額
減

税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

村
か
ら
差
額
を
給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

稲
作
状
況
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
主
食
用
米
生
産
目
安
は
１
３

８
９
ｔ
、
面
積
換
算
で
２
６
３
・
07　
ha
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
か
ら
１
・
29　
ha
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
作
付
け
計
画
は
６
月
末
に
ま

と
ま
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
５
月
28
日

現
在
の
集
計
で
は
、
主
食
用
米
は
昨
年
実

績
か
ら
２
・
74　
ha
少
な
い
２
４
７
・
40　
、

加
工
用
米
は
３
・
19　
ha
多
い
20
・
41　
、

飼
料
用
米
は
１
・
39　
ha
少
な
い
４
・
60　
、

米
粉
用
米
は
２
・
37　
ha
多
い
19
・
21　
の

作
付
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産

の
推
進
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
産
作
物
に
つ
い
て

　
村
の
特
産
物
生
産
を
推
奨
す
る
た
め
、

農
家
及
び
希
望
す
る
方
々
に
対
し
て
野
外

生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
で
苗
の
供
給
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
ベ
イ
ナ
ス
苗
２
０
０
本
７
ａ
、

食
用
ホ
オ
ズ
キ
苗
１
５
０
０
本
50
ａ
、
エ

ゴ
マ
苗
３
０
０
０
本
13
ａ
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
作
付
を
さ
れ
た
方
に
は
、
道
の
駅
で
の

販
売
及
び
加
工
品
の
原
材
料
と
し
て
販
売

し
、
少
し
で
も
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
農
業
に
従
事
す
る
雇
用
型
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
林
業
に
従
事
す
る
委
託
型
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

　
雇
用
型
に
つ
い
て
は
野
外
生
産
試
作
セ

ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
し
、
村
の
特
産
作
物

で
あ
る
食
用
ほ
お
ず
き
や
、
畑
作
物
の
栽

培
技
術
を
習
得
し
な
が
ら
就
農
を
目
指
し

ま
す
。

　
委
託
型
に
つ
い
て
は
、
林
業
事
業
体
で

資
格
取
得
や
指
導
等
を
受
け
な
が
ら
活
動

し
て
も
ら
い
ま
す
。
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ほ
か
に
移
住
定
住
関
連
サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
て
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

育
樹
体
験
事
業
に
つ
い
て

　
今
年
度
も
、
ふ
る
さ
と
の
資
源
愛
護
、

環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
普
及

促
進
を
目
的
と
し
て
「
育
樹
体
験
」
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
作
業
内
容
は
林
業
に
お
け
る
保
育
作
業

の
一
つ
で
あ
る
枝
打
ち
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
10
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い
て

　
一
般
的
に
ク
マ
が
冬
眠
す
る
と
さ
れ
る

時
期
に
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次
い
で
お

り
ま
す
。
村
内
で
は
２
月
に
小
沢
田
住
宅

地
で
民
家
へ
の
侵
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
月
に
は
小
沢
田
上
ノ
岱
周
辺
で
目
撃

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
人
身
事
故
の
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
村
猟
友
会
と
協
力
し
て
パ

ト
ロ
ー
ル
や
箱
ワ
ナ
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
対
策
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
11
日
現
在
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
４
頭

を
捕
獲
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
行
政
懇
談
会
を
通
じ
て
集
落
内

で
ク
マ
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
喚
起

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
集
落
内
で
ク
マ
に
食
べ
物
を
食
べ
さ
せ

な
い
こ
と
、
音
を
立
て
て
人
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
な
ど
、
正
し
い
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
水
力
発
電
可
能
性
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
村
内
全
域
を
対
象
と
し
た
小
水
力
発
電

可
能
性
調
査
を
実
施
し
、
旧
小
阿
仁
発
電

所
再
開
発
調
査
と
村
内
の
発
電
有
望
箇
所

の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
旧
小
阿
仁
発
電
所
再
開
発
調
査
で
は
、

八
木
沢
取
水
堰
を
起
点
と
し
た
ル
ー
ト
１

（
１
・
51
㎞
）
で
５
３
０
kw
、
ル
ー
ト
２

（
４
・
79
㎞
）
で
１
２
０
０
kw
、
ル
ー
ト

３
（
５
・
27
㎞
）
で
１
７
０
０
kw
の
発
電

能
力
が
見
込
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
村
内
の
発
電
有
望
箇
所
で
は
、
小
阿
仁

川
上
流
の
八
木
沢
取
水
堰
を
利
用
し
た
低

落
差
発
電
で
50　
kw
、
南
沢
ト
ン
ネ
ル
横
の

朦
沢
で
河
床
勾
配
に
導
水
路
を
設
置
し
た

落
差
発
電
で
１
８
０
kw
、
上
五
反
沢
山
ふ

じ
温
泉
脇
の
五
反
沢
川
に
小
規
模
取
水
堰

を
設
置
し
た
発
電
で
48　
kw
、
小
阿
仁
川
の

福
館
水
工
施
設
を
利
用
し
た
低
落
差
発
電

で
33　
kw
の
発
電
能
力
を
見
込
め
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
水
力
発
電
の
導
入
に
あ
た
り

防
災
ダ
ム
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
４
年
、
令
和
５
年
と
２
年
連
続
で

豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
床
上
浸
水
や
道
路

の
決
壊
、
農
地
、
農
業
用
施
設
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
萩
形
ダ
ム
の
下
流
に
第
２
ダ
ム
を
設
置

す
る
こ
と
で
渇
水
時
に
適
量
放
流
が
で
き

生
活
用
水
や
農
業
用
水
な
ど
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
ほ
か
、
洪
水
時
の
調
整
機
能

も
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
ダ
ム
直
下
に
発
電
施
設
の
設

置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
上
小
阿
仁
村
の
地
域
特
有

の
水
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
、
災
害
に

強
い
村
づ
く
り
、
そ
し
て
何
よ
り
村
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、
二
つ
目
の

ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て

　
村
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
に
子
育
て
世
帯
に
手
厚
い
補

助
や
、
令
和
４
年
度
以
前
に
補
助
を
受
け

た
方
で
も
、
再
度
補
助
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
昨
年
度
に
要
綱
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
村

内
経
済
の
活
性
化
と
居
住
環
境
の
向
上
を

図
る
よ
う
今
後
も
周
知
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
４
月
８
日
に
小
学
生
10
名
、
中
学
生
６

名
を
迎
え
て
小
・
中
学
校
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
在
校
生
、
保
護
者
、
来
賓
、

教
職
員
が
新
入
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
数
は
小
学
校
が
44
名
、
中

学
校
が
21
名
で
す
。

幼
児
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
４
月
３
日
に
保
育
園
入
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
入
園
児
２
名
と
令
和
５
年
度

途
中
入
園
児
５
名
が
保
護
者
と
一
緒
に
入

場
し
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
、
保
護
者
、
来
賓
、
職
員
が
新
入

園
児
を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。
園
児
は
28

名
で
す
。

　
な
お
、
５
月
１
日
か
ら
保
育
園
の
給
食

で
３
歳
以
上
の
園
児
に
も
ご
は
ん
（
主

食
）
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
家
庭
か
ら
弁
当
（
白
米
）

を
持
参
し
、
保
育
園
で
調
理
し
た
お
か
ず

（
副
食
）
と
一
緒
に
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、

実
施
に
よ
り
保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
し
た
。

診
療
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
の
診
療
状
況
は
、
医
科
外

来
が
診
療
日
数
２
２
５
日
、
患
者
数
６
０

１
４
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
26
人
で
前

年
度
よ
り
４
人
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
歯
科
は
診
療
日
数
98
日
、
患
者
数
１
０

５
２
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
11
人
で
前

年
度
よ
り
１
人
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
医
科
外
来
の
う
ち
毎
週
月
曜
日
診
療
の

泌
尿
器
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
診
療
日
数

44
日
、
患
者
数
９
６
７
人
、
１
日
平
均
患

者
数
は
21
人
で
前
年
度
よ
り
１
人
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
鹿
嶋
所
長
を
迎
え
た
新
た
な

体
制
と
な
り
、
金
曜
日
を
休
診
と
し
て
土

曜
日
の
診
療
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま

す
。
　
５
月
ま
で
の
土
曜
診
療
の
状
況
は
、
診

療
日
数
が
７
日
、
患
者
数
72
人
、
１
日
平

均
患
者
数
は
10
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
医
療

機
関
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
経
営
努
力
を

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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上小阿仁村職員の採用試験を上小阿仁村職員の採用試験を行います行います・大学卒業程度・高校卒業程度
・高校卒業程度（職務基礎力程度）

平成７年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた方。
平成14年４月２日以降に生まれた方で大学卒または令和７
年３月卒業見込の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成２年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士の資格を
有する方、もしくは、同資格を令和７年３月31日までに取
得予定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成２年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有す
る方、もしくは、同資格を令和７年３月31日までに取得予
定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

昭和54年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成６年４月２日以降に生まれた方で、看護師の資格を有す
る方、もしくは、同資格を令和７年３月31日までに取得予
定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成６年４月２日以降に生まれた方で、保育士並びに幼稚園
教諭の資格を有する方、もしくは、同資格を令和７年３月
31日までに取得予定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

３．試験の方法
　第１次試験　教養試験、検査（性格特性検査）
　第２次試験　口述試験、作文、適性検査
※第２次試験は第１次試験合格者に対しての
み行います。

４．試験日及び場所
⑴第１次試験　※大学卒業程度・高校卒業程度
　日　　時　令和６年９月22日（日）
　受付開始　午前９時
　試験説明　午前９時45分～午前10時
　教養試験　午前10時～正午
　検　　査　午後０時10分～午後０時30分
　場　　所　秋田県市町村会館
　　　　　　（秋田市山王４丁目２－３）
⑵第１次試験　※高校卒業程度
　　　　　　　（職務基礎力程度）
　日　　時　令和６年９月22日（日）　
　受付開始　午前９時
　試験説明　午前９時45分～午前10時
　職務能力試験　午前10時～午前11時
　検　　査　午前11時10分～午前11時30分
　場　　所　秋田県市町村会館
　　　　　　（秋田市山王４丁目２－３）
⑶第２次試験　第１次試験合格者に通知します。

５．合格者発表
　第１次試験合格者発表　令和６年10月中旬
　最 終 合 格 者 発 表　令和６年11月中旬
　発表は、役場前掲示板に掲示するほか、通知し
ます。

６．合格から採用までの経路
⑴最終合格者は任用候補者名簿に登載され、その
うちから採用者が決定されます。

⑵この名簿からの採用は、令和７年４月以降の予
定です。

７．給　与
　初任給は原則として現行では大学卒業程度が
197,328円、高校卒業程度が167,557円ですが、
学歴や学校卒業後の経験年数のある方にはそれに
応じて加算されます。このほか給与条例の定めに
従い扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、
寒冷地手当等の諸手当が支給されます。

８．その他
⑴この試験の第１次試験は「秋田県町村等職員採
用統一試験」として、秋田県町村会に委託し実
施します。

⑵受験料は不要です。
⑶新型コロナウイルス感染症対策等により、試験
実施方法が変更となる場合があります。

※次の各号の一に該当する方は受験できません。
①日本の国籍を有しない方
②地方公務員法第16条の規定により地方公務員となることができない方
・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方
・本村職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない方
・日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成
し、又はこれに加入した方

上小阿仁村総務課総務財政班　ＴＥＬ 0186－77－2221　ＦＡＸ 0186－77－2227
　　　　　　　　　　　　　　E-mail：soumu@vill.kamikoani.lg.jp

職員採用試験に関する問い合わせ

大学卒業程度
（一般行政）

大学卒業程度
（社会福祉士）

大学卒業程度
（保健師）

高校卒業程度
（一般行政）

高校卒業程度
（看護師）

高校卒業程度
（保育士）

高校卒業程度
（職務基礎力程度）

一般行政
（社会人枠）



7

大学卒業程度　一般行政

大学卒業程度　社会福祉士

大学卒業程度　保健師

高校卒業程度　一般行政

　村では、次のとおり職員採用試験を行います。

１．試験区分及び採用予定人員

２．受験資格

受付期間

上小阿仁村職員の採用試験を上小阿仁村職員の採用試験を

令和６年８月７日（水）～８月２８日（水）
受験申込用紙は、７月３１日（水）からお渡しします。
（申込用紙の請求は、直接または電話、ファックス、メールで役場総務課へ）

平成７年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた方。
平成14年４月２日以降に生まれた方で大学卒または令和７
年３月卒業見込の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成２年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士の資格を
有する方、もしくは、同資格を令和７年３月31日までに取
得予定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成２年４月２日以降に生まれた方で、保健師の資格を有す
る方、もしくは、同資格を令和７年３月31日までに取得予
定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成11年４月２日から平成19年４月１日までに生まれた方。
ただし、学校教育法による大学を卒業した方、もしくは令和
７年３月に大学を卒業見込の方は受験できません。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

昭和54年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成６年４月２日以降に生まれた方で、看護師の資格を有す
る方、もしくは、同資格を令和７年３月31日までに取得予
定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

平成６年４月２日以降に生まれた方で、保育士並びに幼稚園
教諭の資格を有する方、もしくは、同資格を令和７年３月
31日までに取得予定の方。

採用後、上小阿仁村に居住し働ける方。

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

年齢要件

住所要件

試 験 区 分

若干名

１名

１名

若干名

採用予定人員

試 験 区 分 区 　 　 分 要 　 　 　 件

一般的な行政事務に従事します。

一般的な社会福祉士業務に従事します。

一般的な保健師業務に従事します。

一般的な行政事務に従事します。

職 務 内 容

大学卒業程度
（一般行政）

大学卒業程度
（社会福祉士）

大学卒業程度
（保健師）

高校卒業程度
（一般行政）

高校卒業程度
（看護師）

高校卒業程度
（保育士）

高校卒業程度　看護師

高校卒業程度　保育士

高校卒業程度（職務基礎力程度）
一 般 行 政（社会人枠）

１名 一般的な看護師業務に従事します。

１名 一般的な保育士業務に従事します。

若干名 一般的な行政事務に従事します。

高校卒業程度
（職務基礎力程度）

一般行政
（社会人枠）


